
■ 点　鐘 12：30

伊那中央ロータリー讃歌　　　平澤理ソングリーダー■ ソング  

藤澤健二会長メッセージ／多田浩之幹事代読

国際ロータリー第2600地区
地区研修リーダー／パストガバナー　関 邦則　様

■ 会長談話
　こんにちは。
　通常であれば、個人的に音楽を通したボランティア活動をしている私ですが、
今回もお休みを頂いております。実は…。CD（コンパクトディスク）コレクター
でも有ります。市内のレンタルショップを除けば、一番CDを所持していると自負
しています。今回はCDについて触れさせて頂きます。

　国内での初CD化は1982年10月。ご存知の方もいらっしゃると思いますが、発売当初は半永久的に、
100年はもつと言われていました。でも、発売して40年程度しか経過していないのに、所持している
CDが再生不可となった。と言う事例は何件も有ります。発売後30年ほど経過しているCDは要注意で
す。CDを使用する時に、乱雑に扱い、盤の両面に指紋を付けたままにする。直射日光があたり湿気の
多い場所などに保管している。など…。あっと言う間にCDは劣化してしまいます。特に、表側のレー
ベル面が大事です。メッキが錆びて剝がれてしまうと二度と再生をすることが出来ません。特に、外
国の製品と日本製のコーティングの技術の違いから、80年代に発売した輸入盤CDには注意が必要です。
実は、裏側（再生側）の細かい傷などは研磨をすることで再生が可能となります。
　DVD,MD,PhotoCD,CD－Rなどの光ディスクも同様です。大切な記録で有ればバックアップをする
こと。写真であれば、カラーコピーではなく写真家さんにてのプリントをすることをお勧めします。
また、最近ではレコードの評価が高まり津々あります。YOUTUBEなどを通し、日本の80年代
CityPopsに海外から注目が集まり、中古レコードなどにも高値での取引きが有ります。レコードはCD
と違い、盤についた傷からのスクラッチノイズが気にはなりますが、粗末に扱わずに、普通に管理し
ていれば、CDよりも半永久的にもつようです。
　話しは長くなりますので、一緒に飲める日常を願い…。さて、コロナウィルスのワクチンも、どう
なるのか？分からない。のと同じような流れかと思います。
　最後となりますが、人も若さゆえに失敗もありますが、良い部分もあり、歳をとればとった程に味
わい深くなると言う事ではないかと思います。私個人的にですが、ロータリーとは…目上の人が年下
の人と、年下の人と年上の人がロータリーと言う共通の会話をもち、交流の場を持てるという、良い
機会を与えて頂ける集いの広場だと思います。
　以上、今回の談話とさせて頂きます。有難うございました。

■ ゲスト・ビジター紹介
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・1月28日（木）伊那西IACとの打合せ会の報告　　　井上修地区インターアクト委員
第28回インターアクト地区大会について
・大会テーマ　Next　Stage　～今だからできること　3光（みつ）「見つめる・
見つける・見つかる」～
・コロナの状況如何に関わらず、Web開催を主体として実施を検討していく。

・2月6日（土）地区インターアクト委員会の報告　　　井上修地区インターアクト委員
・議題 １．IA地区研修協議会実施方法について
 ２．青少年交換・IA合同研修（スキーの集い）について
 ３．2020～2021年度の独自研修の実施状況について
 ４．各IACの所属学校状況について
 ５．その他

※上記の詳細については添付の資料をご参照ください。

　本日は例会にお招き下さり、御礼申し上げます
　昨年来、新型コロナ感染防止のため外に出る機会はほとんどなくなってしまい
ましたので、今日は久々の外クラブ訪問です。
　このたび、「THE ROTARY MOTIVATION」というテキストをまとめました。
パストガバナーになってからセミナー講師の依頼が重なり、そのたびにパワーポ

イントの資料をつくっていったというのが、直接的な作成動機ですが、実は、私がガバナーの指名を
お受けした際に、オフィシャルな資料というものが一切なく手探りで情報収集をしたという経験もそ
れなりに影響していると思っています。
　テキストは四部構成にしてあります。「ロータリーへのモチベーション」は、新会員向けで、ロー
タリーの概要を理解してもらうことができれば良い、、と考えた内容構成になっています。「奉仕へ
のモチベーション」は、入会して数年経って少しロータリーの活動がわかってきたけれど全体像はま
だまだわからないという方々に向けた内容になっています。「リーダーへのモチベーション」は、こ
れからクラブや地区の役職などに就かれる方々を対象にして少し詳しい内容にしてあります。最後の
「持続へのモチベーション」は、これから世代交代が進んでいくなかでの会員増強やロータリーの変

■ 卓話

多田浩之幹事　幹事報告は別紙をご覧ください。

地区研修リーダー／パストガバナー　関 邦則　様

■ 幹事報告

■ ニコニコボックス

◆池上幸平
◆多田浩之

◆馬場秀則

◆井上修

関邦則 地区研修リーダー／パストガバナー 今日は卓話をよろしくお願いします。
関邦則パストガバナー 本日はお忙しい中、卓話を受けていただきありがとうございます。本
日は宜しくお願いします。
先日、軽井沢にてサプライズの金婚式、ビックリしました。妻にはダイヤの指輪、私は金の指
輪。これからも夫婦元気で人生を楽しみたいと思います。
コロナが終息しそうです。一年間我慢してきた銀座にも行けてカラオケも出来そうです。カラ
オケは自宅練習していましたので、池田さんには更に差を付けて圧勝します。

会員数46名　　出席免除会員5名　　長欠会員2名　　本日出席者23名　　事前メイク4名
出席率69.23％　　前回出席率　修正なし

■ 出席報告

次頁へ続く

■ 委員会報告

容を中心にした内容になっています。
　今日は、「奉仕へのモチベーション」あたりについてお話をしてみます。
　ポール・ハリスと仲間たちによってロータリーがスタートしたことはご存じだと思いますが、それ
がどのように展開されていったのか、、という状況については、よく知らないという方々も多いかも
しれません、スタート時のロータリーでは、物質的相互扶助という仕組みがあったようです。これは
会員間で定価よりも安価な物品取引ができるという仕組みで、ロータリーのいわゆるメリットだった
ようです。このため急激な増強や拡大が進んでいったようです。しかし会員勧誘の過程で、“地域の役
に立つ”という新しい発想が生まれ、奉仕という概念が取り入れられました。それはすぐに実行され、
「公衆便所をつくる」という形で実現しました。しかし交流と奉仕は会員間のすれ違いも生じさせて
いました。会員の融和を図るためにソングが導入されたりして、初期の段階から現在につながるロー
タリーのスタイルが形成されていったことを覚えておかれても良いと思います。
　ポール・ハリスは創立者としてのカリスマ性をもっていたようですが、間もなく入会してきたアー
サー・シェルドンとチェスリー・ペリーの三人をロータリーの三賢人ということもあります。シェル
ドンは、ロータリーの理論的支柱を築いた人で、ペリーは事務総長として世界にロータリーを広げて
いった人です。後にＲＩ会長になるアーチ・クランフという人もロータリーのなかでは偉大な功績者
で、ロータリー財団を提唱した人になります。
　日本のロータリーは1920年に東京ロータリークラブができたところから始まります、今年でちょう
ど100周年ということになります。米山梅吉と共に福島喜三次という人の功績も忘れることはできませ
ん。
　ロータリー会員である以上覚えておいてほしいのは、ロータリーの基本理念というところになりま
す。大事な標語が二つあります。基本理念の内容は少しずつ修正されたり新しいものが追加されたり
しています。1923年に決議された社会奉仕に関する決議は、長いので全部覚えることはできませんが、
ロータリーにとって大切に扱われているものです。
　五大奉仕の内容についての解説も入れておきました。職業奉仕や国際奉仕はややわかりにくいかと
思いますが、奉仕活動の一環として理解を深めておく必要があると思います。職業奉仕はロータリー
独自の奉仕概念といわれています。
　ロータリー財団に関しては、システムをよく理解する必要があります。奉仕活動を継続していくこ
とはロータリークラブと地域社会の関係性の証明ですから、うまく育てていく必要があります。ロー
タリー財団からの補助金は、それらをバックアップするというよりは、さらに新しい関係性の構築に
向けた期待というかサポートということだと思います。新しい奉仕活動などの企画やターゲットを模
索していくために、「戦略計画」というものが必要だという論法になってくるわけです。
　最初にお話ししたことに戻りますが、ロータリーにはオーソライズされた学習資料というものがあ
りません。私が、ロータリーのことについてどうやって勉強したら良いのだろうと思ったと言いまし
たが、恐らくすべてのロータリー会員に共通する思いではないかと、僭越ながらに考えたのがこのテ
キスト誕生の遠い原因かもしれません。そう考えるとこのテキストは教科書だということになります
が、私としてはここに書かれているフレーズや名称について興味をもって研究するところに進んでほ
しいという気持ちを持っています。個人でも良いですし、小グループでも良いと思います。さらに言
えば手分けして研究したものを例会の卓話などで発表しあうのも一興だと思います。このテキストが
様々な思いのもとにロータリー活動へのモチベーションになってもらえばうれしいと思います。
　本日はお聞きくださいましてありがとうございました。
　来月に予定されている上伊那グループの会員セミナーで再びお目にかかれると思います。
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次回例会
11月16日（火）　点鐘　12:30　　場所　海老屋料理店

・クラブフォーラム「国際奉仕委員会」サンジーワさん卓話
・例会終了後：理事会

■ 点　鐘 13：30
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